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批
鄭
え
翱
.

备

I
:

:
.め

I 
.

國
の
.資
本

は1
.

年
中
に
：何
度
名
迅
速
に
運
轉
せ

' 

-
• 

+

•
..
• 

*

ら
る
。
然
る
，に
我
國
の
如
く
小
寶
を
信
用
取
引
と
す
.

る
と
き
^

資
本
の
囘
獬
の
速
度'が
大
に
遲
緩
と
な
ら...

次
.る
を
得
なS

。

云
ふ
迄
名
な
く
我
國
は歐
米
：に

比

|

し
;<

資
本
が
少
なS

と

S

ふ
の
は
其
實
資
沐
囘«

の
へ
一

:

娥
璨
财
_

い
と
云
今
こ
と
於
大
原
因
で
ぁ
る
が
、
此
一 

'

速
度
を
爾
加
し
て
資
本
を-1
!
な
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば

是
^
;

共
小
寶
取
引
を
重
.に
現
金
拂
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

•:
;

(

註
'

圈
點
は
評
者
のif
け
^

る
？
の
な
6

)
.

一.

」

を
分
^

<

4

^

^

と
^
^
物
と
の」
.'—
*
と
な
、つ
こ
と 

を
得
べ
し
。
世
人
が「

資
本」

と
云
ふ
拇
は
或
は
貨
幣
を 

意
味
し
或
は
貨
物
を
意
味
す
。
著
者
％
亦

前

揭

拔

萃

中

j 

「

資
本」

を
ニ
個
の
意
義
に
用.ゐ
ら
凇
杧
る
に
非•す
や
。

. 

著
^

/'

所
謂—

資
本」

と
は
前
後
の
關
係
ょA

見
ぐ
貨
幣 

を
指
す
名
の
、
如
し
。
次
に

「

.資
本」

P

貨
物
を
♦
意
^
す 

る
が
如
し
。「

資
本
.，3

雨
澍
の
何
ゎ
.に
屬
す
る
や
明
な
一 

ら
,

:°

れ
ば
貨
幣
の
流
通
高
及
び
貨
物
の
規
在
數
量
に
異

'

.

茧

聚

動
な
き
限
6

は
貨
«
糖
環
減
度
の
增
大
は
貨
物
運
轉
の 

速
度
を
意
味
す
る
故
貨
幣
循
環
の
增
猶
は
資
本
運
縛
を 

迅
速
に
な
す
と
云
ふ
こ
と
を
得
べ
し
。
.然
れ
ど
名
果
し 

v

著
者
の
論̂

る
が
如
く
、
小
寶
rr
f
i
r
揚
が
重
に
现
金
取 

引
.>

な
.

れ
ば
貨
幣
循
環
速
度
を
塯
し
得
る
や
疑
は
し
。

. 

假
6

:

に
月
收
一
ニ
十
圓
の
人
ぁ
6

て
，
一
日
に

 

ー
_
鲍
の
信 

用
質
を
な
し
、.
晦
日
に
.

月
紛
を
受
取
A

支
挪
を
せ
し
と 

せ
よ
。

然
る
に
各
個
人
の
貨
幣
運
轉
の
速
度
は
或
一
定
の
期 

間

U

於
け
る
支
拂
金
額
を
同
期
問
の
所
持
金
の
ヰ
め
額 

を
以
て
除
:̂

^

る
商
な

6

。
而
し
て
晦
日
一
日
の
所
持 

金
三
十
圓
の一

ヶ
月
間
の 

一
0
平
均
は
一
圓
に
し
て
支 

挪

t

額
は
三
十
圓
な
る
を
以

<

此
人
の

w

l

^

m
f i

M

度 

は
疋
に一

ヶ
月
三
十
同
な

6

。
反
之
此
人
狀
若
し
级
日 

に
三
十
圓
の
识
金
を
有
し
一
日
に
一
圆
宛
の

I

物
と
な 

し
正
金
を
其

^

度
支
拂
I C

6

と
せ
ん
於
、
支
拂
總
額
は 

依
然
前
と
同
ヒ
く
三
十
圆
な
る
名
、
所
持
金
の

1

ヶ
月 

間
の

. 

一：0

平
均
は
十
五
圓
五
十
錢
な
る
を
以
て
此
場
合

に
於
け
る
货
幣
運
轉
速
度
は
一
ヶ
月
ニ
に
滿
杧
す
因
是 

前
者
と
後
者
i

の
問
に
十̂

倍
の
相
違
あ
6

0

而
し
て 

I

國
の
©

幣
糖
環̂

^
は
#
1©
入
の
^

^
運
轉
速
度 

の
平
均
i

れ
ば
、
現
金
支
挪
の
風
習
を
有
す
る
_
民
の 

‘ 

.

#

環
速
挺
は
遲
鈍
に
し
<

、
信
用
制
度
の
，發
達
1i
. 

る
國
の
貨
幣
椒
環
速
度
は
故
活
な
A

若
し
果
し
て
然
ら 

ば
、
小
賣
市
場
好
信
用
舊
貝
を
馘
縮
し
て
以
て
一
國
の 

貨
幣
循
環
速
度
を
增
し
且
つ
之
に
由
6

<
資
本
の
運
轉 

を
迅
速
な
ら
し
ひ
る
こ
と
を
得
る
や
。

、

著
者
の
我
國
に
於
け
ゐ
褂
實
の
弊
害
及
ぴ

i

M

の
原 

因
に
關
す
る
說
は
名
論
に
し
で

.
ff
i

の
間
^
す
る
所
を
見 

i

o

評
者

«

u

亦
®

寶
の
弊
害
£ •

除
去
す
石
に
は
現
金
拂 

/

の
獎
勵̂

其

一

策
^

る
ト
信
梦
る
者
也
。

3

れ
ど
吾
人 

は
經
濟
學
の
原
理
と
經
濟
策
論
と
は
混
間
す
べ
き
？
の 

1 C

非
^

る̂

信
^

る
也
。

妙i

り
と
雖
$

、
評
者
は
1
:
介
の
學
生
に
<

猥
6

に
著 

.
■

者
の
如
き
大
家.の
名
著
に
對
し
批
評
を
|
|
ぅ
る
舻
如
き 

21
1
,
:本
適
を
敢
て
す
る
名
の
な
ち
ん
や
。、
^
矶
*
の
^

»
過

批
靜
i

紹
介

つ
て
ff
i

a

の
片
言
と
變
b

t

る
の
み
評
者
は
著
者
の
襟 

度
が
其
雜
言
を
寬
容
し
•

て
餘
あ
る
^P

の
な
る
を
信
ず 

る
也
。

塒
芷
含
に
秋
風
徐
ろ
に
學
窓
を
訪
队
ノ
燈
火
親
し
む 

可
し
。
是
れ
讀
書
の
好
期
、各
好
讀
家
は
實
業
家
、爲
政 

家
、
.

學
者
、學
生
tc

る
’

問

は

す

'
等

し

く

本

書

に

接

し 
V

著
者
の
該
博
の
知
識
と
銳
敏
の
觀
察
力
ょ
6

得
る
所 

多

S

ら
ん
。(

高
城

)

t
/
\
/
\ 

1
)
1
1
-

}
^
t
f 

-
 

t
i
j
i
t 

-
»
n
.
l
i
-
l
)
c 

I 

c
l
f
l
c
. 

- 

-
I 

I
f 

I

丨
 
I
l
l
f
t
r
.
1 

«
I
I
l
»
f
.

痛|

物

財

の

價

値
.

四
十U

g

 

.四

.十
四
年
八
月
街
斐
間
發
行
■

{
/E

價

七

十

錢
. 

.

.
、

本
書
の
原
著
者
は
米
國
'

n

丨
ネ
ル
大
學
經
濟
擧
敎
授 

フ
1

プ
、
\

>

V

H

 !

プ

尤
タ
‘

丨
氏
な
6

0

 

•氏
は
米
國
屈
借 

の
經
濟
擧
者
に
し
で
.

且
つ
V

3

輝
：經
濟
學
派
の
錄

f々c

る 

新
進
り
大
家
な
6

。
本
書
は
原
名
を

.f

 h
e
. 

P
rin
c
ip
le
s

 

o
f 

E
c
o
n
o
m
ic
s
, 

w
s
l

、

>
p
p
l
i

-oaticns;,to 

practical. Problems.
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批
靜

l

鮪
介

i

稱
し
、

百
四̂

紐
背
市
セ
ン
ず

^

 

'

デ
丨
^

；

出
版
に
係
る
米
國
痕
め
經
雪
論
：の
敎
科
書
な

6

0

全
鑛
を
三
卷
に
分
ち
第

1

卷
は
物
财
を
論
ヒ
、'

第
=
卷 

は
人
の
勸
勞
の

.

價
値
を
說
き
第
三
卷
は
價
値
/ J

社

食

的

j

0

f

 
0

0

^

7

0

;' 

: 

:

.

'

'

•

.\

静
«

#

は
此
1
1

〗

卷
の
中
第」

卷
.の
大
意
の
評
釋
を
試\  

み
#
^
,
&
#
は
之
を
分
ち
て，

. 

:

上
編
'.

现
在
财
i

熟
#

^

財
i

0

償
値 

ン
 

中

編

使

傷

(

持
續
財)

の
用
途(

貴
料
；

K 

: 

; 

| 

下

編

：使
用
財(

持
續
財)

■の
體
價(
元
本
}
’

と
な
せ
ど
各
編
の
原
書
に
對
す
る
精
粗
は
一
な
.ら
梦.o

 

然
れ
ど
名
、
原
■
中
の
最
名
緊
製
な
石
所
は
追
句
的
に
一 

飜
譯
せ
ら
れ
tt
6

,'
°

fi
:

釋
の
最
名
多
き
は
上
編
に
し
て 

同
編
は
本
文
(/
)

tt
«

よ
6

多
き
こ
i

僅
グ

に
一
一
一
一
貢
な 

6

。
中
纖
及
ぴ
下
編
《
註
釋
ト
挾
む
乙
と
上
編
の
如
く

 

\

 

多
-

£

ら

ね

と

、
中

編

第
¥?
¥

ー
 

富

及

び

其

用

」

'«
:.

&

1

®*

-

»

六
贾}

註
に
據
れ
ば
全
く
評
釋
者
の
揷
入
せ

A

れ
f

e
 

る
.

名
の
な

6

。
：

.

美

：

o

ft
®

#

s

.
 ■

原
#

は
一§
;

の
®
句
多
き
を
以
て
有
洛 

に
し
て
、n

,

丨
ネ
ル
大
學
生
に
し
て
日
々
.其
著
者
フ
工 

タ
t

s

s

f

聽
き
居
る
者
の
雛
解
の
敎
科
書
と 

な
す
位
な
る%

、
«

創
の
.見
解
に
富
み
純
现
經
濟
學
史 

上

u

持
擧
す
.ベ
き
名
著
な
る.乙
と
は
夙
に
定
評
あ6

。 

然
.る
に
如
何
な
る
理
由
に
：因
る
や
、
餘6

是
迄
ブ
工
タ 

I

氏
の
學
說
は
我
國
の
經
濟
學
々
生
に
紹
介
せ
ら
れ
ざ
 

6

し
に
、
今
囘
評
釋
者
沢
.其
獨
特
の
健
筆
を
振
つ

 

<
 
是 

れ
於
紹
介
の
勞
，
V

M

ら
れ
戈
が
は
我
學
界
の
爲
に
大
に 

賀
す
べ
き
事
也
。
純
輝•經
濟
學
に
造
詣
す
る
所
深
く
、 

我
經
濟
學
界
1C
.貢
獻
す
&

所
多
き
己
と
フ
ヱ
タ
ー.氏
0
 

米
國
の
經
濟
學
界
に
於
け
る
地
位-^
同
匕
含
評
轉
者\

 

プ
氏
の
箸
書
を
我
經
濟
學
界
に
紹
介
せ
ら
る
、
に
至 

6

し
は
强
ち
偶
然
の
出
來
事
に
#
之
る
べ
し
ゲ
殊
に
原 

書
中
の
纖
句
疑
點
を
平
馬
明
瞭
に
省
述
釋
解
せ
ら
れ
就 

中
原
著
者
好
自
ら
以
てM
I1
J

の
_

K

i

せ
る
心
的
所
#
 

に
對
す
る
評
釋
者
の
解
說”
馓
明
を
極
め
杧
り
。
此
評 

釋
に
依
6

y

英
語
を
解
す
る
讀
者
は
原
書
及
ぴ
評
釋
を

213

併
讀
し
<

益
々
原
書
の
强
點
の1

を
感
匕
、
英
語
を. 

解
せ
^

る
^
^
の
は
此
評
#

を
原
書
の
®

上
の
解
»
と
し 

で-
熟
讀
せ
ぱ
大
に#

得
ず
る
所
あ
ら
ん。

.

然
れ
ど
名
本
書
は
如
く
單
緦
な
る
飜
»
若し 

く
は
解
說
に
非
梦
しV

、

評
_
«
は
本
文
に
對
す
る
批 

評
と
本
文
を
補
疋
す
る
目
的
を
以
て
新
に
起
草
^
れ
允 

る
評
#

者
獨
創
の
議
論
と
を
所
t々

稀
入
せ
ら
れ̂
 

6

.

0
此
等
の
批
評
>
 

獨
創
.の
論
說
は
_

し
て
講
聽
す
.ベ 

き
^P

の
な
れ
ど
3

、
間
々
吾
人
抓
多
少
解
釋
し
能
は
？ 

る
名
の
な
き
に
し
洛
非̂

る
の
觀
あ
6

0

例
へ
ば
、
中
編 

第
五
章「

富
及
び
其
用」

に
對
し
で
.
評
«

^

は

「

本
節
は 

解
說
者
の
全
く
新
に
柿
入
ず
石
所
に
し
<
、
原
著
者
奴 

玆
に
斯
か
る
議
論
を
爲
し
届
れ
る
に
非
ず

」

と
沄
0

れ 

.
it

厶
を
以
て
吾
人
’は
同
節
は
全
く
評
釋
者
の
獨
創
の
意 

见
な
ら
ん
と
速
斷
し
-c

本
文
を
讀
下
し̂

/:
-
>
c.

、
it

中 

プH
.

タ
ー
氏
の
議
論
に
酷
似
し
お
る
一
一

【

の
條
句
に
相 

遇
し
杧
る
を
以
<

原
書
と
對
照
し
、
評
釋
者
の
意
見i. 

旅
著
者
の
議
論i

相

1

致
せ
石
所
あ
る
を
發
見
し
女
み

•'

批
..評
と
紹
介

例
.へ
ば(

三
十
九
頁) 

。

.「

■今
ま
物
の
使
用u

s
e
s

の
價
値
は
之
を
賃
料
と
云 

•

ひ
人
の
役
用s

e
r
v
i
s
s

の
價
値
は
之
を
勞
賃
と1K

ふ」

と
あ
る
が
此
は*

原

書

二

百

五

頁

の
;

W
h
i
l
e

 

rent 

is 

the. value 

of 

the 

S
C9
5 

.
t
h
i
n
cr
Q
s
,
. 

w
a

TQ
e
s is 

t
h
e

<
a)
5-
.
e
o
f

 

th.e 

services 
of 

m
<T
>
n
.

の
解
説
の
如
く
見
へ
、
又
續
い

V

 

.

「

物
の
使
用
は
往

/V

に
し
て
.物
的
；役

用m
a
te
ria
l 

s
e
rv
ic
e
s

 

i

«

せ
ら
る
。
物
的
役
用
は
人
的
役
用

• h
u
m
a
n

 

5
2
.
<0*
€
5
に
#
す
る
の
語
に
し
<
、
北
ハ
に

『

用』

の 

一0

s

f

o

卽
ち
賃
料
は
勞
賃
1
C等
し 

く『

用
價』

の

1
種
杧
る
涔
の
也
0」

. 

i
あ
る
は
原
書
二
百
五
頁
の

Material 

services 

a
n
d

 

'numan 

services 

are 

:merely 

specific 

kinds 

of 

が y
o 

g<T
>
口.C4
g services 

.(

-
u
t
i
l
i
t
i

fi
)Ln
';
:
v
i
:
w
a
g

<T
>
scr
fD
a
l
*

 the. s
a
m
e

 relation

五
六1



to 

m
s V services 
t
h-w
t r&

t

 does to the m
a
t
e

 

、

—nal 
uses 

of 

wealth.

♦ 

@

A

は
此
に
至

6

て
前
註
を
再
諮
し
て

- M

に
な
る
語
に
心
付
き
、■

此
章
は
評
釋
者
於
自
：己
の
獨

創
の
意
兄
と
し
て
揷
入3

れ
粑
る
各
の
に
非
支
、
且
つ

靠
者
^

^

る
^

解
に

階
る
こ
t
j

を
防
ぐ
に̂

意
ti
-

ら
4

•f
c

る
を
發
見
し
、
菩
人
は
衷
心
ょ

A

牛
素
盲
讀
の
惡
習

を
有
す
る
を
恥
ぢ
慚tt
措
く
能
は
次
一
る
名
の
あ
，り
允
ム
ノ

喻
憾

.

む
ら
く
は
評
釋
者
が
前
記
揷
入
意
見
の
出
所
を
明 

:
M

せ
ら
れ
^

6

し
こ
と
な
6

。

次
に
第
十
ニ
章「

利
子
及
び
利
子
決
定
の
理
法

」
(

百 

十
七
頁—

百〗

壬

1

5

に
於
.て
評
釋
者
は
馨
の
本 

文
と
は
獨
立
に
立
論
し
て
日
く

「

第

一

に
賃
料
は
物
の
持
續
的
使
用
の
對
價
に

.

し
て
、
 

利
子
は
僧
値
の
辟
差
な

-O
0

J

叉
日
く

「

次
に
賃
料
は

I

定
の
财
於
繼
續
的
に
一
定
の
用
を
發 

揮
す
て
ふ
物
的
事
情
に
其
根
摅
を
.有
す
る
に
反
し
利 

子
は
塒
を
異
に
せ
る
同一

0-

ニ
個
の
財(

叉
は
时
の

五
六
'ニ

用)

於
人
に
依
み
て
價
値
の
差
を
附
辻•ら
る
、
て
ち

V
3

的
事
情
に
其
の
根
據
を
有
す0
一
 

.

然
れ
ど
ぢ
赁
料i

利
子s

 
0

M

<
の
如
く
物
的
と 

心
的
の
區
別
を
立
て
得
る
や
疑
は
し
。
著
者
は
其
說
を 

立
證
せ
ん
於
爲
論b

て
日
く T

例
へ
ば
玆
に
家
屋
ぁ6
 

と
す
る
辟
之
に
一
定
の
賃
料
を
發
生
す
る
所
以
の
令
の 

は
'
其
家
屋
好
人
を
し
て
雨
露
を
凌
於
し
ひ
る
て
ふ
一 

\

定
の
効
用
を
繼
續
的
に
發
揮
す
る
於
爲
に
て
、
其
繼
續 

|

的
効
用
.の一

ヶ
月
間
の
使
用
の
對
價
を
ば
五
十
圓
と
見 

|

積
る
滕
、，'其
五
十
圓
と
云
ふ
舣
卽
も
家
屋
の
，ー
ヶ
月
分 

の
賃
料
な
6

。
然
る
^

之
と
異
6

、
千
圓
の
一
ヶ
月
分 

•

利
子
が
五
十
圓
な
り
と
云
ふ
は
、
規
在
に
於
け
る
千
圆 

と

一

ヶ
H

後

に

於

，け

る

千

圓

と

に

て

は

其

の

價

値

の

差 

j

が
五
十
圓
な
6

と
云
^
意
味
に
て
、
此
の
場
合
に
は
、

I
其
り
千
圓
と
云
ふ
貨
幣
於
一
ヶ
月
問
を
通b
e

繼
續
的 

1C

客
觀
的
に
存
在
を
保
ち
届
る
事
を
必
耍
と
せ
次
る
也 

7
C
0

卽
t

家

屋
は一

ヶ
月
間
繼
續
的
に
且
つ
客
觀
的
に 

存
在
す
れ
ど
名
、
千
圓
は
繼
續
的
に
且
つ
客
觀
的
に
存

215

在
せf

o

ふ
也」

と
果
しy

然
る
.や
。
抑
名
人
财
他
人
に
傘 

錢
を
«

與
な
す
は
s

_

«

に
至
6

て
畠
§

者
好
之
を
皆 

濟
し
得
る
と
信
す
る
を
以
て
也
。
其
贷
金
が
殖
產
事
業
' 

ノ 

に
投
.せ
ら
.
る
、
名
將
叉
他
の
目
的
に
使
用
さ
る、
と

名

. 

返
濟
期
に
至
ぅ
て
負
債
者
舣
其
れ
を
返
濟
す
べ
き
資
力 

を
有
す
る
を
信̂

る
故
也
。
3

れ
ど
資
力
は
財
貨
を
離 

れ
て
存
在
す
る
こ
と
を
得
卞-°
故
に
債
權
者
の
方
ょ6
 

見
れ
ば
返
濟
期
に
至6

て
千
圓
の
返
金
あ
る
等
な
る
を 

以
て
、
«
權
者
に
對
し
て
は
千
圓
の
貨
幣
於
繼
續
的
に 

且
つ
客
觀
的
に
存
在
し
居
る
也
。
叉
債
務
者
》
返
金
.の 

資
力
を
宿
し
届
る
財
貨
を
有
し
、
返
濟
期
に
至
6

て
之 

を
現
金
に
引
換
へ
借
則
を
返#

す
る
こ
i

を
得
.る

を

以| 

<

倩
務
着
に
對
しV

名
亦
千
圓
の
貨
幣
若
し
く
は
之
に

| 

相
當
ず
る
貨
物
好
繼
續
的
に
且
つ
客
觀
的
に
存
在
し
届

\  

る
i

看
做
す
乙
と
を
妨
げ
^
。
論
者
或
は
沄
は
ん
、
債I 

務
者
が
千
圓
を
浪
费
し
終6

返
濟
期
_に
至
6

て
何
等
返 

濟
の
資
力
を
有
せ̂

る

場

合

：生

せ

^

る

と

限

ら

次

る

を 

祭
何
せ
ん
と
。
然
ろ
如
斯I

合
な
し
と
せ
穿
、..然
れ
ど 

批
飩
.と
i

介
：
 

•

さ
C

は
少
數
の
例
外
也
。
加
之
、
此
種
の
例
外
は
貨
物 

賃
贷
借
に
名
ぁ6

。
卽
ち
货
物
賃
借
者
於
其
貨
物
を
破 

壞
燒
儘
' 

寶
却
、
質
入
、
遺
檠
等
を
爲
し
女
る
蹄
是
れ 

I

な
6

0
次
に
著
者
は
物
價
變
動
の
際
に
於
け
る
賃
料
と
ポ
チ 

と
の
相
違
を
諭
せ
ら
れ
杧
る
於
、
這
は
動
か
す
可
ら
次 

.
る
卓
說
：に
し
で
、
吾
人
の
敬
聽
す
る
所
也
。
然
る
に
著 

者
は
進
ん
で
論
匕
て
日
く

「

賃
銀
と
利
子
と
は
肪
の
關
係
に
於
て
異
る
。
先
づ
之 

.

を
賃
料
に
就
い
て
云
へ
ば
、
昨
年
と
比
較
す
る
こ
と 

.

な
く
し
て
八
マ
ギ
の
み
の
賃
料
あ6
0
 

_

日

と

比

較

す
 

る
こ
と
.な
く
し
て
今
日
の
み
の
賃
料
あ6

而
し
て
之 

を
.

論
理
上
よ
6

云
へ
ば
或
る|

瞬
辟
に
於
て
S

賃
料 

の
成
立
を
思
量
す
る
こ
と
を
得
。
之.

U

反
し
利
子
な 

:
•

る
名
の
は
現
在
の
千
圓
と
一
箇
年
後
の
千
圆
と
比
較 

.
し

V

始
め
て
在
6

、
今
日
の
千
_
と
明
日
の
千
圆
と 

此
較
しy

始
め
て
在
ろ
、
而
し
て
之
を
論
理
上
よ6 

_

云
.
へ
ば
、
.1

定
の
脖
間
內u

於

S
V
.

は
利
子
な
る
名

;

:

芄
六
三.



の
*

れ
ど
或
る
}
.
瞬
游
に
於
け
る
利
子
な
る
：！；

p

の
は
之 

思
最
す
る̂
~
0

を
^
1
£
^

\ j 

I
r
e 

,

果
し
て
然
る
や
。
抑

务一

_

間
i

は
何
を
指
す
やQ
惟 

ふ
に
：}

瞬
間
な
.る
語
に
ニ
個
の
異
な.れ
る
意
義
あ
6

一：
. 

は
極
微
の
滕
間
郎
ち
英
語
の

a

 

lm
e
n
.
t

に
し
<

>

J 

は
數
學
及
び
物
理
學U

 

V
用
ゐ
る
或
る
滕
點a, 
p
a
s 

o
f 

な

み
:0
;

^

は
細
微
な
ろ
i

_

名
}

個

^
持 

f

間
^

有

し

、

後

者

は

么

を

有

せ

^

。
：
評

釋

者

於

或 

る1
#
#

に

於
て
名
賃
料
の
成
立
を
思
鱟
す
る
乙
土
を.
 

得
J
i

云
は
る
、
赌

はa

 

m
o
m
e
n
t

を
意
味
し
、！
或
る 

一_

滕

に

於

け

る

利

子

な

る

名

の

は

.之

を

思

量

す

る

乙 

1

を

得̂

」

と
一
方
は
る
、
赌

は

a

 p

 

o
i
s o

f t
im

e
を
意 

味
3

る
、
に
は
非
ず
や
。
そ
は
兎
％
あ
れ
、
論
理
上
よ 

6
云
へ
ばs

o
m
e
n
t

lc
對
し
て
は
評
釋
者
の
主
張
せ
ら 

る
.、
通
6

賃
縣
を
思
量
し
得
る
と
同
滕r_
叉

利

子

を

.ぢ 

思

暈

し

得

ら

る

べ

き

喾

也

。
.
#

<

は

金

融

市

場

に

於

け 

る
日
涉
な
る̂P

の
を
知
れ̂
:
N
o

云
を
.
s
^
p

な
く
日
步
は 

. 

一
H

以
內
の
借
財
に
對
す
る
利
率
ふ
而
し
て
此

r

V

日
以

S

の
肺
闕
沢
一:
»
間

な

將

3C

#
れ
よ
6

少 

一

勝
_

欠
6

と
名
同
b

.日
步
を
支
佛
.
3

る
、
？
の
1T
.

6

C
 

■■
叉
或
る
塒
點
に
對
し
て
は
利
子
を

>

思

量

す

る

己

と

.を

得
 

I.

次
る
こ
と
評
釋
の
如
く
な
る
と
同
滕
に
賃
料
の
成
立
を 

.一

名

想

像

し

能

は

3'
'

る

*
^
.
何

ん

土

な

れ

ぱ

何

人

か

如

何
 

j

な
る
貲
物
を
％
存
在
せ
5'
'

る
特
續
脖
間
に
對
し
て
賃
偕 

i

せ
ん
や
。
叉
其
貸
物
の
所
有
者

%

存
在
せ
拿
A

8

#

 

.間
內
に

ぬ
㈣

に
レ

<
何
等
の
便
益
を
其
貨
物
よA

享
受 

:

ず
る
乙

i

.

を
#

ん
や

0

.
或
る
貨
物
於
或
る
滕
點
に
存
在 

す

i
t

s

ふ
c

i

を
得
る
名
、

.其
'槠
點

に
於
て
或
る
}
定 

.
の

便

益

を

.其

使

用

者

に

*

へ
*

6
と
云
ふ
乙

i
を
得
次 

る
也

,,
°

例
へ
ば
此
紹
介
文
の
執
筆
者
於現
に
使
用
し
つ 

、
あ
る
萬
年
筆
は
明
治
四
十
四
年
九
月
三
十
日
午
後
七 

赌
1
4
1
:十
5

分

三

十

秒

に

存

在

せ

云

ふ.
c

i
を
#
る 

|
名
同
年
同
月
同

n
同
拇
同
分
同
秒
に
幾
何
ハ
利
益
を
與 

一
へ
杧

/
ノ
と
は
沄
ひ
難
し0
然
れ
ど
名
、.
同
滕
刻
ょ

6

同 

搜

ニ

十

五

分

三

：
十

1
秒
迄
に
卽
ちI

秒
間
に
如
何
程
の 

.
不

益

を

與''へ
*

6
と

5
.ふ
乙
と
得
べ
し
。•否
な
同
刻
上

.

6

同
滕
三
十
五
分
三
十
ー
秒
ー
萬
分
の
ー
迄
に
卽
ち
一 

秒
の
一
萬
分
の
一
の
肪
間
的
に
或
る
一
走
の
8

を
與 

へ
te
:

6

と
云
ふ
c

i

を
得
べ
し
。
如
何
ん
と
な
れ
ば
存
_ 

在
と
云
ふ
こ
と
は
持
續
游
問
の
觀
念
を
離
れ
て
想
像
す
一 

る
こ
と
を
得
る
名
、
爲
す
と
云
ふ
こ
と
は
持
續
辟
問
の
一 

觀
念
を
離
れ
て
想
像
す
る
こ
と
を
得̂

れ
ば
な
6

。

以
上
は
：告
人
の
評
釋
書
に
對
す
る
ニ
三
の
雜
觀
な
る

，

| 

が
、
此
等
は
勿
識
鼎
の
輕
重
を
問
ふ
に
足
ら
岁
。
本

書

\  

は

一
リ
开
子
な
-
0

と
1(
%

最
近
斯
寧
の
出
版
物
中
の&

| 

眉
の
一
に
數
ふ
べ
く
原
著
書
は
一
好
紹
介
者
を
我
國
に 

得
欠
る
を
喜
び
、
我
經
濟
學
界
^
?
名
著
の
好
解
說
を
得 

杧
る
を
*

す
べ
し
。
本

書
}
d：
ニ
三
ヶ
月
之
に
先
ち

V

一
 

出
版
せ
ら
れ̂

る
評
釋
者
及
び
河
田
學
士
の
共
譯
せ
し

I 

.

ビ
ー
ル
y

\

著
價
値
諭
の
好
侶
伴
に
し
て
、
此
價
値
論 

を
通
讀
し̂

る

者

は

是

非

共

本

書

を

？

識

©

し

て

、
比

j

 

較
硏
究
の
資
料
と
せ
ら
私
ん̂
と
を
切
鹽
し
て
止
ま̂

る
也
o 

.f

句
し
く̂

P

和
®

の
ピ
ー
ル
y

、\
の

著

書

に

接

し 

允

る

者

：
&

米

國
0

ス

ェ

タf
 

0

學

說

の

門

戸

を

銜

於

す

:

批

紐

介

.

し

て

可

な

ら

ん

や

。
讀

者

.
一

度

び

此

評

釋

書

を

繙

か

ば 

紙
面
に
溢
る
V
.
獨
創
カ
の
餘
勢
底
止
す
る
所
を
知
ら
岁 

し

て

-、

諸

者

の

思

索

カ

に

一

大

刺

戟

を

猫

ハ

ふ

る

を

威

す 

べ
し
。
吾
人
の
妄
言
に
至6

<
は
評
釋
者
の
高
邁
廣
濶 

の
性
格
之
をj

#1

に

附

し

終

る

な

ら

ん

と

信

($
.
<
疑

は 

次

る

名

の

.•也

 

(

商

城)

茧
六
茧


